課題研究入門（２）　　　　　　　　　　　　　　　２年　　　組　　　番　（氏名）　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　班　（共同研究者）　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　
研究の目的： 洗濯のりに硼砂（ほうしゃ）を加えてかき混ぜるとスライムができる。適当な硬さのスライムにして机の上に落とすと、スライムがはね上がる。このとき、加える硼砂の量を変えると、スライムのはね上がる高さがどのように変わるかを調べる。
準　備： ビーカー｛50mL（４）、200mL（1）｝、電子天秤（てんびん）、薬さじ（小２）、プラスチック薬皿（２）、マグネチックスターラー、マグネット（小）、ものさし（30cm）、デジタルカメラ、ティッシュペーパー、硼砂（Ｎａ２Ｂ４Ｏ７・１０Ｈ２Ｏ、四硼酸ナトリウム１０水和物）、洗濯のり（ＰＶＡ、ポリビニルアルコール）、80℃程度の湯
方　法：
【硼砂水溶液の準備】

（１）　50mLビーカーを電子天秤にのせ、ＴＡＲＥのボタンを押して0.00gを表示させる。

※　ビーカーの外側が水でぬれている場合には、ティッシュペーパーで水をふき取ってから、電子天秤にのせる。

（２）　200mLビーカーに80℃程度の湯を20mLほどとり、この湯を（１）の50mLビーカーの中に注ぎ込んで10.0gを量りとる。
（３）　（２）の50mLビーカーを電子天秤からおろし、代わりにプラスチック薬皿を電子天秤に載せて再びＴＡＲＥのボタンを押し、0.00gを表示させる。薬さじを用いてこの薬皿に硼砂を0.15g量りとり、その全量を（２）の50mLビーカーの湯の中に入れる。

※　硼砂を50mLビーカーの湯の中に入れるとき、周囲にこぼさないよう細心の注意を払うこと。また、プラスチック薬皿に硼砂が残らないようにする。[image: image1.jpg]
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※　薬さじは、使用するたびにティッシュペーパーできれいに拭く。とくに、ぬれた薬さじを使うと全部の硼砂が使えなくなる。

（４）　（３）の50mLビーカーにマグネットを入れ、マグネチックスターラーの上にのせて、かき混ぜながら硼砂を完全に溶かす。
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【洗濯のりの準備】

（５）　別の50mLビーカーに洗濯のりを30mL入れる。
【スライムの作成】

（６）　（５）の洗濯のりをかき混ぜ用の薬さじでかき混ぜながら、その中に（４）の硼砂溶液を少しずつ注ぎ入れる。「ねばねば」「べとべと」とした部分がなくなるまで、しっかりと混ぜる（約１分）。

※　マグネットが洗濯のりの中に入らないよう注意する。

※　薬さじをビーカーの内壁に沿って丸く動かすよりも、ビーカーの中で前後左右に往復するように動かすほうがよく混ざる。
（７）　「べとべと」がなくなってスライムができたら、その全部を手のひらに取り出す。初めのうちは両手のひらの間にはさんでしっかりと押さえつけ（このとき、折りたたまないようにする）、しだいにまとまってきたら、できるだけきれいな球形にする。

【いよいよ測定】

（８）　机の上方 約50cmの高さから（７）のスライムを静かに手放し、はね上がる高さをものさしを用いて測定する。
※　上方から落とすことを３回繰り返し、その平均を求める。毎回同じ高さから落とす。一人がスライムを上方から手放し、残りの人がはね上がる高さを真横から観察する。
【硼砂の質量を変えて測定】

（９）　（１）～（８）の操作を繰り返す。その際、（３）で薬皿に量りとる硼砂の質量を0.25ｇ、0.35ｇ、0.45ｇ、0.55ｇに変え、それぞれの場合について、スライムのはね上がる高さを測定する。
※　（１）および（５）の操作のたびに、50mLビーカーとマグネットをきれいに水洗いする。また、（６）の操作のたびに、かき混ぜ用の薬さじを水洗いする。
※　（２）の湯を注ぐときに湯の温度が下がっていたら、改めて80℃程度の湯をもらいに行く。

後始末：

使用後のスライムはゴミ箱に捨てる。すべてのガラス器具を水洗いし、机の上を水拭きする。
留意事項：
（１）　硼砂には毒性があるので、口や目に入らないよう注意する。実験後、手をよく洗う。

（２）　はじめに作業分担を決める。とくに、カメラで記録を撮る人は、実験装置、実験で用いた材料、実験の方法や操作の様子、実験の結果できたものなど、あらゆるものを写真に記録する。その際、背景に人の顔が写らないようにする。
結　果：　
	洗濯のりの体積（mL）
	30
	30
	30
	30
	30

	80℃程度の湯の質量（g）
	10.0
	10.0
	10.0
	10.0
	10.0

	硼砂の質量（g）
	0.15
	0.25
	0.35
	0.45
	0.55

	はね上がった高さ（１）（cm）
	
	
	
	
	

	はね上がった高さ（２）（cm）
	
	
	
	
	

	はね上がった高さ（３）（cm）
	
	
	
	
	

	はね上がった高さの平均（cm）
	
	
	
	
	


処　理：
（ａ）　実験結果をレポートにまとめる。ワードプロセッサ（Microsoft Word）を使って、Ａ４縦長用紙、横書き、左綴じのレポートにする。

（ｂ）　レポートには、表題（下部に各自の氏名、および共同研究者の氏名）、目的、準備、方法、結果、考察、反省、感想などを書く。
（ｃ）　レポートには、必ず写真を入れる（できるだけ多く）。写真の説明も書く。
（ｄ）　レポートには、必ず表を入れる（実験結果を表にまとめる）。自分たちの班の実験データを用いるのが原則であるが、今回は２年生２クラス全体の実験データのうち、自分のレポートに必要なものを使用してよい。
（ｅ）　レポートには、必ずグラフを入れる（硼砂の質量とスライムがはね上がった高さの平均との関係をグラフに表す）。（ｄ）で作成した表のデータをもとにして、Ｗｏｒｄでグラフを作成する。
（ｆ）　レポートのファイルは、決められたフォルダに保存しておく。プリントアウトする必要はない。

